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　今やスクリーンは至る所に存在する
ことを、消費者は皆知っている。それ
らは小型化が進み、接続性が高まり、
決まって音声やタッチコマンドに対応
する。このトレンドは、家庭、ショッ
ピングセンター、車内だけでなく、今
では航空機の客室にまで広がってい
る。このアップグレードサイクルは、
民間航空機やビジネスジェットに加え
て、開発が進められている最中の新し
い超音速機でも生じることになる。こ
れには、シート背面、バルクヘッド（隔
壁）、サイドボードのディスプレイの他、
バーチャルウィンドウやバーチャルス
カイライトが含まれる。
　計画されているコンセプトの中に
は、かなり興味深いものもある。これ
らの長期使用の製品向けのハードウエ
アやソフトウエアは、この次なるフェ
ーズへの参入を画策する企業にとっ

て、非常に魅力的な機会になる可能性
がある。しかし、どのようなトレンド
がこのアップグレードサイクルを促進
していて、どのような要件やニーズが
一連の新しいディスプレイに対して存
在するのだろうか。
　まずは、航空機市場のニーズが、他
の市場にも見られるトレンドと一体的
に結びついていることに注意すること
が重要である。そうしたトレンドは、
乗客の要望に影響を与え、ひいては、
ディスプレイや動画関連のソリューシ
ョンに対する要件を推進する。新型コ
ロナウイルス（COVID-19）のパンデミ
ックは、ディスプレイスクリーンの基
本的な使用方法を大きく変化させた。
パンデミックが収束すれば、教育、動
画配信、在宅勤務のための利用は少し
落ち着くと思われるが、それらのサー
ビスを提供するために加えられた技術

的進歩や、消費者と専門家に提供され
たメリットは、その後も残り続ける。
消費者は、インターネットに接続され
た世界と、データや動画関連のサービ
スの提供に、大きく依存する状態にな
っている。そうした要求が航空機市場
にも拡大していくという予想は、十分
に理にかなっている。
　類似のニーズは、自動車市場で既に
認識されている。自動車はますますス
マートかつ直感的になっており、情報、
ナビゲーション、エンターテインメン
トを提供するためのディスプレイの種
類が拡大している。自動運転機能が提
供されるにつれて、乗客だけでなく運
転者にまで、多様なディスプレイベー
スのソリューションを利用する時間的
余裕が生まれるようになる。そうする
と、高品質のオーディオビジュアル

（AV）によるエンターテインメントと
通信に瞬時にアクセスする能力に対す
る期待は、さらに高まっていくと予想
される。
　このトレンドは、家庭内においても
生じている。1日中ソファに座ったま
まで、仕事や勉強をしたり、映画やテ
レビを視聴したり、ゲームをプレイし
たりするだけでなく、家電製品を制御
し、身の回りの環境を管理し、自宅へ
の出入りの監視や許可を行えるように
なる日は近い。
　要するに、高品質の情報やエンター
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航空機の乗客のニーズと、メディアやエンターテインメントのトレンドを予測
することは、さらに高品質で高機能なディスプレイを継続的に開発していく
ために必要な、複数の主要な要素のうちの1つである。

民間航空機の客室：
ディスプレイの次なるフロンティア

図１　ビジネスク
ラスやファースト
クラスに装備され
ているシートモニ
ター。（提供：ロー
ゼンアビエーショ
ン社）



テインメントにすばやく簡単にアクセ
スしたいという消費者の期待は、現時
点で既に現実であり、その期待は今後、
高まる一方だということである。航空
機向けの動画／情報ソリューションの
開発と導入には数年を要するため、将
来の市場トレンドに基づいて、そのソ
リューションが10年以上使用され続け
ることを念頭に、要件を定義すること
が、開発者にとって非常に重要である。

「体験」が新たな「視聴」に
　最近まで、消費者や乗客は、エンタ
ーテインメントなどのコンテンツをス
クリーン上で視聴していた。しかし今
では、その期待に変化が生じ、消費者
や乗客はコンテンツを体験したいと思
うようになっている。その体験は、こ
れまでの視聴とどう違うのだろうか。
　明確な定義はないが、それに影響を
与える複数の要素が存在する。あまり
取り上げられることのない1つの要素
が、オーディオである。5.1〜7.1のチャ
ンネル構成のマルチチャンネルオーディ
オが今では一般的で、ステレオオーデ
ィオ（2.0）と比べて音質は大幅にアップ
グレードされる。さらなる没入感が味
わえる、さらに新しいソリューションも
登場している。Dolby AtmosやDTS-X
は、オーディオに高さを加えて、頭上
から音が降ってくる感覚を与える音声
フォーマットである。そのようなオーデ
ィオは、さらに没入感あふれる環境を
明らかに構築することができる。
　没入感を演出するためのもう1つの
明らかなトレンドが、スクリーンサイズ
である。コンテンツ作成者が制作して
いるのは、映画館や大画面テレビ向け
の動画であり、小型スクリーンは、そ
れに望ましいフォーマットとは考えられ
ていない。大画面には、広い視野によ
って視聴者の没入感を大きく高める効

果がある。テレビ画面の平均サイズは
近年拡大傾向にあり、今日では65イン
チが一般的な選択肢となっている。
　この体験的インパクトをさらに高め
るのが、ハイダイナミックレンジ（HDR）
コンテンツである。HDRコンテンツは
輝度値の幅を広げて、暗いシャドウ部
分の詳細を明らかにすると同時に、ハ
イライト部分をより明るく表示する。
これに広い色域を組み合わせることで、
より多くの色を表示するだけでなく、
輝度の向上によって、それらの色をよ
り鮮やかに見せることができる。
　3つ目の要素は、解像度である。解
像度はほぼすべてのディスプレイアプ
リケーションで増加し続けており、さ
らに詳細で豊富なテクスチャを表示で
きるようになっている。8Kスクリーン
に表示される8Kコンテンツには、低
解像度のコンテンツやスクリーンに表
示できる一部の視覚効果が欠けてい
る。その結果、映像は、窓の外をのぞ
き込んだような、3Dに似た外観を呈
する場合がある。消費者や乗客が今か
ら将来にかけて期待できるのは、その
ような視覚体験である。
　以上のトレンドが、民間航空機のエ
コノミーシートから、超音速機を含むビ
ジネスジェットに至るまでの、航空機客
室のディスプレイに対する期待を押し上
げていくと考えられる。超音速旅客機コ
ンコルドが運航を停止してから20年近

くが経過したが、今では、米ブーム社
（Boom）、米航空宇宙局（NASA）、米
アエリオン社（Aerion）／米ボーイング
社（Boeing）／米ローゼンアビエーショ
ン社（Rosen Aviation）など、複数の
企業が超音速機を開発している。航空
機のデザインやエンジン技術の進歩
と、消費者の期待の高まりが、轟くよ
うなソニックブームからのノイズを著
しく低減しつつ、より環境に優しい動
作条件を生み出す超音速機の復活を推
進している。
　表は、ビジネス機や民間機に今後10
年間で必要になると期待されている、
ディスプレイベースのソリューション
をまとめたものである。

個人用シートモニター
　個人用シートモニターは、エコノミー
クラスでは乗客の1つ前の座席の背面、
ビジネスクラスやファーストクラスでは
座席ではない面に設置されるディスプ
レイである。これらの小型ディスプレイ
の視聴距離は、12インチ（約30cm）し
かない。この距離は、航空機、座席配置、
クラス（スペースに余裕のあるエコノミ
ーを含む）によって異なり、ビジネス
ジェットにおいて最も長い。
　シートモニターは一般的に、エコノミ
ークラス、ビジネスクラス、ファースト
クラスとクラスが上がるにつれて、大き
くなり、乗客からの距離も長くなる。フ
ァーストクラスの客室の中には、32イン
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図２　VIP用ビジネスジェット内のバルクヘ
ッドディスプレイ

図３　ロールアップ非対応のサイドボードデ
ィスプレイ。（提供：加ボンバルディア社
[Bombardier]）



チのスクリーンが採用されているケース
も既に存在する（図1）。そのディスプレ
イサイズは今後もう少し大きくなる可能
性があるが、座席のスペースによって
制約されることになる。
　これらのディスプレイに表示される
情報は通常、テレビや映画などのエン
ターテインメントや移動マップである。
航空機のコンテンツメニューに掲載さ
れるほとんどの映画やテレビ番組が、
標準画質（Standard Definition：SDま

たは480p）、高精細画質（High Defi-
nition：HDまたは720p）、フルHD画
質（Full High Definition：FHDまたは
1080p）のいずれかになる。将来的には、
超高精細画質（Ultra-High Definition：
UHD/4Kまたは2160p）や、おそらく
は8K（4320p）も追加されると期待さ
れる。一部のコンテンツは、HDRに
もなると予想される。
　既に現れ始めている明らかなトレン
ドの1つとして、乗客の携帯端末（ス
マートフォン、タブレット、ノート
PC）からのコンテンツを表示できるよ
うにするというものがある。そのコン
テンツをシートモニターにキャストま
たはミラーリングする機能を、既にサ
ポートする客室もある。このトレンド
は、今後加速していくと思われる。
　シートモニターは、ビジネス用のモ
ニターとしての役割も果たすようにな
る。シートモニターのほうが、携帯端

末の画面よりも大きくて高画質なら
ば、その画面に個人用端末を接続して、
ビジネス文書を表示するというのは、
理にかなった発想である。そうすれば、
キーボードやマウスを置くためのトレ
イテーブル上のスペースを広げること
ができる。
　携帯端末からのコンテンツの解像度
やフォーマットには幅があり、8Kで
HDRのコンテンツもおそらく存在す
る。ビジネスジェットや民間機のエコ
ノミークラスのシートモニターの、や
や小さく、乗客との距離が近いという
状態は、今後も変わらない可能性が高
い。従ってそのディスプレイは、7〜
12インチのサイズとHD（720p）から
FHD（1080p）の解像度で十分のはず
である。より高解像度のコンテンツを
それらのディスプレイに表示する場合
は、ダウンスケールが必要になる。
　ビジネスクラスのシートモニターは、
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図 ４　 ロ ー ゼ ン ア ビ エ ー シ ョ ン 社 の
「Maverick Project」におけるバーチャルウ
ィンドウのコンセプト。（提供：ローゼンアビ
エーション社）

アプリケーション サイズ範囲 視聴距離 表示する映像／
情報の種類 期待される解像度 インタラクティブ性の有無

ビジネス機

個人用シートモニター 7〜12インチ 12〜24インチ 映画、移動マップ、オフィ
ス文書 HD〜FHD あり

バルクヘッドディスプレイ 10〜65インチ 2〜12フィート 映画、移動マップ、アー
ト HD〜4K あり

サイドボードディスプレイ 32〜65インチ 2〜6フィート 映画、移動マップ、コラ
ボレーション画面、アート 4K〜8K なし

バーチャルウィンドウ 18〜65インチ 6インチ〜6フィート超
外部カメラ映像、拡張現
実、アート、映画、移動マッ
プ

HD〜8K あり

バーチャルスカイライト 55インチ超 1〜10フィート 外部カメラ映像、拡張現
実、アート 4K〜8K なし

民間機

エコノミークラスのシート
モニター 7〜12インチ 6〜18インチ 映画、移動マップ、オフィ

ス文書 HD〜FHD あり

ビジネスクラスのシートモ
ニター 10〜22インチ 10〜30インチ 映画、移動マップ、オフィ

ス文書 FHD〜4K あり

ファーストクラスのシート
モニター 10〜32インチ 1〜3フィート超 映画、移動マップ、オフィ

ス文書 FHD〜8K あり

バルクヘッドディスプレイ 10〜55インチ 3フィート超 映画、移動マップ SD〜HD なし

表　ビジネス機および民間機向けディスプレイの要件



10〜22インチとそれよりも大きくす
ることが可能で、乗客とディスプレイ
の間の距離も長くなる。ここには、
FHDから4K対応のディスプレイに対
するニーズがあると考えられる。ファ
ーストクラスになると、ディスプレイ
サイズは最大32インチになり、距離も
長くなるため、大画面向けのFHDか
ら8Kの解像度が推奨される。

バルクヘッドディスプレイ
　バルクヘッドは、民間航空機内の異
なるクラスを隔てるために使われるこ
とが多い。そのようなバルクヘッドに、
多くの乗客が情報や映画を見るための
ディスプレイを設置することが、一般
的に行われていた。今ではほとんどの
民間航空機にシートモニターが装備さ
れており、動画や情報を個々のシート
に表示することができるため、バルク
ヘッドディスプレイの必要性は大きく
低下している。バルクヘッドディスプ
レイのソリューションを検討する必要
はあるだろうか。おそらく民間航空機
にはないが、ビジネスジェットにはあ
る。表に示されているように、移動マ
ップや美しい映像を表示する機能は、
すべての搭乗者に対する付加価値にな
る可能性がある。それらのディスプレ
イの中にはかなり大きいものもあり、
大きな画面サイズに4Kまでの解像度
が求められる可能性がある。図2に示
されているのは、米ガルフストリーム
社（Gulfstream）の航空機内のバルク
ヘッドディスプレイである。

サイドボードディスプレイ
　新しいディスプレイ技術の出現は、
以前は航空機客室内での実現や実用化
が不可能だった新しいアプリケーショ
ンをも可能にしている。例えば、軽量
薄型の有機ELディスプレイは、通常

のリジッドで不透明な構成に加えて、
ロールアップ式のもの、フレキシブル
なもの、さらには半透明なものまでが
実現可能となっている。
　航空機内の大画面（65インチ超）の
有機ELディスプレイというコンセプ
トは（おそらくロールアップ可能なバー
ジョンも含めて）、食事や飲み物の給
仕のほか、映画スクリーンとしても利
用できるサイドボードディスプレイの
実現につながる。65インチ超の有機
ELスクリーンをロールアップ（または
ロールダウン）するだけで、搭乗者は
自分だけのプライベートシアターにい
るような気分を味わうことができる。
ロールアップ可能なディスプレイは、
大画面体験を非常にコンパクトに実現
する手段であるため、一部の高級ジェ
ットにおいて、魅力的なオプションに
なることは間違いない（図3）。
　大きなサイドボードディスプレイは、
サイズに応じた複数の人数で、仕事用
のミーティングを開くことのできる、
コラボレーション画面としても利用で
きる。ミーティングや映画鑑賞に使用
しない場合は、美しい映像を表示して
おくことができる。ここには、8Kま
でに対応するディスプレイに対するニ
ーズが、サイズによっては存在すると
考えられる。

バーチャルウィンドウ
　物理的な窓をなくせば、航空機の輪
郭が空気力学的に合理化されて、消費
燃料を大幅に削減することができる。
しかし、本物のように感じるほど高画
質のバーチャルウィンドウが提供され
なければ、それを実現することはでき
ない。そのようなバーチャルウィンド
ウがなければ、多くの乗客が窮屈な気
分になる可能性がある。
　バーチャルウィンドウ上の主なコン

テンツは、実際の窓がそこにあった場
合に乗客が目にするであろう風景であ
る。そのためには、ソフトビデオ映像
に見えないように、十分に高品質なカ
メラアレイを機体の両側に装備する必
要がある。ゆくゆくは、物理的なカメ
ラの間の高品質な視界を生成すること
ができるようになって（合成視界生
成）、カメラ台数を減らせる可能性が
ある。それによって、「翼に遮られな
い視界」という実際の窓では不可能な
機能も実現できるようになる（図4）。

「窓の外」の風景に加えて、機体の高
度や速度、さらには上空から見下ろす
地上のランドマーク（特徴的な事物）の
名称などの拡張現実（AR）データを、
それに重ねて表示することもできる。
　バーチャルウィンドウも、サイズはま
ちまちとなる可能性がある。例えば航
空機によって、バーチャルウィンドウを
1列ごとに実装する場合もあれば、2、3
列にまたがる大きなディスプレイを実
装する場合も考えられる。後者の構成
は、映画の視聴にも適している（図5）

バーチャルスカイライト
　バーチャルスカイライトの背景にあ
るのは、航空機の曲線状の天井を曲面
ディスプレイで置き換えようという概
念である。有機ELディスプレイによ
って、現在これが実現可能である。そ
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図 ５　 ロ ー ゼ ン 社 が「Emirates 777-
300ER Game Changer」のセンタースイ
ートに提供したバーチャルウィンドウ。（提供：
エミレーツ航空[Emirates]）



のようなディスプレイは、色、パターン、
美しい映像、さらには空（実映像また
はシミュレーション映像）を表示して、
独特の雰囲気を醸し出すことができ
る。空を表示すれば、独自の開放感を
作り上げて、機内の窮屈感を和らげ、
より広い空間感覚を生み出すことがで
きる。そうした最先端ソリューション
は、水中環境を表示したり、星空や宇
宙を表示して、宇宙を旅している感覚
を乗客に与えたりするように設定する
ことも可能である。
　このようなディスプレイソリューシ
ョンは、一連の曲面パネルによって構
築することができる。サイズとアスペ
クト比は天井のスペースによって異な
るが、4K以上の解像度が推奨される。
このようなソリューションはおそらく、
ビジネス機や高級旅客機にしか採用さ
れない（図6）。

インタラクティブ性
　自分の携帯端末からのコンテンツを
シートモニターに送る乗客もいるが、
多くの乗客は機内で提供されているコ
ンテンツを利用したいと考える。シー
トモニターの操作は現在、ディスプレ
イに付属しているハンドコントローラ
やタッチスクリーンによって行われる。
この要件は今後も続くと予想されるた
め、乗客による操作を可能にする場合
は、タッチスクリーンをディスプレイ
に追加する必要がある。

コンテンツ接続オプション
　ソースやアプリケーションにかかわ
らず最高の画質を提供することが、デ
ィスプレイソリューション開発の目標
のはずである。しかし、そのソリュー
ションは、ただ高画質ディスプレイを
選択すればよいというものではない。
コンテンツの画質には大きなばらつき

があるため、画像復元技術が1つの重
要な要素となる。コンテンツをディス
プレイに伝送する方法も、それと同等
に重要である。
　次の2つのシナリオが考えられる。

・乗客の携帯端末からのコンテンツ
・航空機サーバーからのコンテンツ

　多くのスマートフォンまたはタブレ
ットに、「iOS」または「Android」が
OSとして搭載されており、コンテン
ツを携帯端末からリビングルームや航
空機客室内のスクリーンに伝送する方
法は、複数存在する。例えば、ワイヤ
レスキャストやミラーリングの2つは、
よく利用される方法である。
　米アップル社（Apple）製端末上のミ
ラーリングは「AirPlay」と呼ばれ、最
新世代は「AirPlay2」である。接続す
るにはAirPlay2の機能を、ディスプレ
イまたはストリーミング端末にインス
トールする必要がある。Androidと
Windowsのユーザーは「Chromecast」
ドングルが使用でき、中にはChro-
mecastがディスプレイに組み込まれて
いるモデルも存 在 する。AirPlayと
ChromecastはWi-Fiを使用するため、
乗客は航空機ネットワークに接続する
必要があり、AirPlayまたはChro me-
castがディスプレイにインストールさ
れている必要がある。Miracastは、そ

れらよりも古い画面共有方法で、独自
のWi-Fiホットスポットを設定して、

（消費者アプリケーション用のドングル
を介して）ディスプレイのHDMIポー
トに接続できるようにするものであ
る。ノートPCの接続も、Chromecast
またはAirPlayによって同じように行
うことができる。これ以外に企業固有
のソリューションも存在するので、設
計者は、iOS、Android、Windowsの
各OSとの互換性などのサポートに、
どのような選択肢があるかを検討する
必要がある。
　これらのソリューションはすべて、
機内のWi-Fiネットワークに影響を与
えるため、対象とするエンターテイン
メントから仕事用に至るまでの乗客の
アプリケーションをサポートするだけ
の十分な帯域幅が確保されることを、
しっかりと確認しておく必要がある。
例えば、Wi-Fi 6の機能は、今後3年
間のうちに普及する見込みで、これま
でのバージョンとの後方互換性を備え
る。新しい6GHz帯も米国で最近承認
されているため、これも速度を上げる
ための検討項目になる可能性がある。
Wi-Fi 6は、ネットワーク全体に適切
な容量があれば、8Kアプリケーション
をサポートできるだけの十分な帯域幅
を備えるはずである。
　これに加えて、乗客は携帯端末を有
線で接続したいと考える場合がある。
8K動画と4Kコンピュータのアプリケ
ーションをサポートするつもりであれ
ば、30Gbit/sの非圧縮データレートが
必要である（60fpsで8K、10ビットカ
ラー、4:2:0のカラーサブサンプリング）。
以下のコネクタによって、動画再生を
サポートすることができる。

・ HDMI 2.1
・ DisplayPort 1.4a（ディスプレイスト
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.feature ディスプレイ

図６　バーチャルスカイライトやその他の先
進的なディスプレイ。（提供：ローゼンアビエー
ション社）



リーム圧縮適用） 
・ DisplayPort 2.0（USB-Cコネクタ使用）
・ ThunderBolt 4（USB-Cコネクタ使用）

　HDMI 2.1ポートは良い選択肢だが、
USB-Cを選択するのも良いかもしれな
い。このコネクタは、DisplayPortや
ThunderBoltなど、複数の異なるビデ
オ伝送プロトコルをサポートする。充
電やデータ伝送にも対応するが、乗客
の端末が対応している場合のみそれら
のオプションをサポートするというソ
リューションの選択には、慎重を期す
必要がある。
　最後に、航空機内では、映画、テレ
ビ番組、マップ、音楽などを、客室内
の乗客のシートモニターやその他のデ
ィスプレイに直接伝送できるようにす
る必要がある。これらのサービスは、
有線ネットワークを介して伝送する場
合に最も高い性能が得られる。ほとん
どの場合で、それはイーサネット構成
となる。このネットワークは、すべて
の乗客が品質を落とすことなく、何ら
かの方法でコンテンツにアクセスした
り通信したりできるだけの帯域幅を保
有する必要がある。つまりおそらく、
10Gbit/sまたは100Gbit/sのネットワ
ークソリューションが必要だが、その
ようなソリューションは今日容易に入
手可能で、必要ならば8K配信にも対
応する。

コンテンツの伝送
　航空会社は、フライト前に航空機の
サーバーに読み込んだテレビや映画コ
ンテンツを提供することができる。衛
星放送にアクセスすることにより、ラ
イブのテレビコンテンツを提供する場
合もある。また、衛星を介したインタ
ーネットアクセスを乗客に提供したい
とも考えるだろう。

　ライブコンテンツやインターネット
へのアクセスは、規模の拡大が予想さ
れる。設計者はそれを念頭に、コンテ
ンツ取得やネットワークトポロジを開
発する必要がある。その一例がStarlink
である。Starlinkは、数千もの地球低
軌道の小型衛星によってインターネッ
トサービスを提供するシステムで、
300Mbit/sの通信速度を達成する予定
になっている。このような高速サービ
スが、ビジネスジェットや民間機のフ
ァーストクラスの乗客にとって、非常
に魅力的で、おそらく必要なものにな
ることは間違いない。
　衛星を介して提供されるコンテンツ
も、航空機サーバーにプリロードされ
るコンテンツも、品質には大きなばら
つきがある。従って、画像処理と画像
復元の技術をすべての受信コンテンツ
に適用する必要がある。どこでどのよ
うにしてそれを行うかを決める必要が
ある。これには、以下の2つの方法が
考えられる。

1. 元のフォーマットのままでコンテン
ツを伝送し、デコードと必要に応じ
た画像復元技術の適用をディスプレ
イで行う

2. サーバーで受信コンテンツをデコー
ドして、画像復元技術を適用し、再
びエンコードしてディスプレイに伝
送する

　1の方法は、ディスプレイに課され
る処理要件が高く、機内のすべてのデ
ィスプレイにその機能を搭載しなけれ
ばならないため、コストが高くなる可
能性がある。ただし、ユーザーの携帯

端末からのコンテンツの品質を高める
ことができるというメリットがある。
　2の方法では、処理がサーバーに集
約され、ディスプレイの処理要件が簡
素化される。しかし、ユーザーの携帯
端末からのコンテンツの品質を高める
ことはできない。この方法には、航空
機ネットワークを介したコンテンツ配
信に、最新のエンコード技術を適用で
きるというメリットがある。エンコー
ド技術は現在、エンコード時間の高速
化、演算の複雑さの軽減、ビットレー
トの低減を支援するための人工知能

（AI）機能が活用され始めたばかりの
段階にある。エンコードソフトウエア
を時折アップグレードして、今後数年
のうちに期待される急速な進歩を利用
するのが、開発者にとって賢明な方法
だろう。一方、CPUやGPUは、8K動
画の伝送に現時点で完全に対応する処
理能力を備えており、ストレージコス
トは引き続き低下傾向にある。
　どちらの方法も実行可能で、どちらを
選択するかはビジネス上の決断となる。
　航空機ディスプレイソリューション
の開発者は、2〜4年のうちに運用を
開始して、改修までに10年以上使用
され続けるシステムを設計する必要が
ある。つまり、それらの機能が機内で
高い能力を発揮するように、乗客のニ
ーズだけでなく、メディアやエンター
テインメントのトレンドを予測する必
要がある。設計者は、必要なネットワ
ークを開発し、大画面のディスプレイ
ソリューションの仕様定義を行うこと
により、8Kへの移行に備えるべきで
ある。8Kの未来に向けた計画を、今
こそ開始しなければならない。
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